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巻頭図版 1
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大明神遺跡 出土石器・石製品

大明神遺跡採集石棒飛眉市有形文化財(考古賀料) 個人蔵



序

岐阜県の最北端に位置する飛騨市は、平成16年2月1日に、古川町・河合村・宮川

村・神岡町の旧2町2村が合併して誕生しました。北は富山市、南東は高山市、西

は白川村に接し、面積792.31kni、内、森林が約92%を占める山間地域に約26，700人

の人々が生活しています。

その一つの町、河合町(合併後、河合村は河合町に、宮川村は宮川町に名称変

更)は、 1，500mを超える急峻な山々に固まれ、神通川水系宮川に注ぐ小鳥川と、

その支流である稲越川に沿って形成されている小規模な河岸段丘上に集落が点在

し、人々は、厳しい自然環境を逆手に取る等、様々な工夫をしながらたくましく

生き抜いてきました。

きて、 1999年(平成11年)、旧河合村における事業として、保健福祉センター

が建設される運びとなり、現、河合町角川字大明神に位置している「大明神遺

跡Jが建設予定地に関わることから、発掘調査が行われることになりました。第

一段階として、建設工事の遺構に及ぼす影響を確認する試掘調査から始まりまし

たが、土器が集中して大量に発見されたことを理由に、平成11年2月25日付けで本

発掘調査の実施決定に至りました。

その結呆、当初は55ばであった調査面積が最終的には90nfと、遺跡の広がりが

確認される中、縄文時代中期中葉の1軒と中期後葉の2軒それぞれの竪穴住居跡が

発見されました。また、遺物では、中期の北陸系土器に混じって若干の信州系土

器が出土し、当時の土器様相を理解できました。

飛騨地方北部の山問地域では、河岸段正上に縄文時代中期の集落跡が点在して

いたことが判明しており、大明神遺跡と隣接する下回遺跡・中田水そへ遺跡でも

縄文時代中期の竪穴住居跡が確認されていたため、今後、一帯のあり方を考える

上での極めて貴重な調査となりました。結果としてまとめられた本報告書が、先

人の生きた足跡を究明し、考古学研究の礎として、さらには、文化財保護への関

心を高めるための一助になることを願っています。

終わりに、発掘調査及び出土遺物の整理、そして本報告書の作成等に対しまし

て、多大なるご指導・ご支援を賜りました関係諸機関・関係者の皆様に心からお

礼申し上げます。

平成25年3月

岐阜県飛騨市教育委員会

教育長山本幸一



例白

1.本書は、岐阜県飛騨市河合町角川大明神に所在する大明神遺跡(岐車県遺跡番号21217-00113)

の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.本調査は、河合村(現河合町)保健福祉センター新築工事に伴うものである。発掘調査は河合村

(現飛騨市)教育委員会が、整理作業は飛騨市教育委員会が実施した。

3.発掘調査は、 1999(平成11)年に、大江命(日本考古学協会会員) ・中矢正志を調査担当者とし

て実施した。整理作業は、 2010(平成22)年度に緊急雇用創出事業臨時特例基金事業として、

2011・2012(平成23・24)年度は市単事業として実施した。

4.本書の執筆・編集は、三好清超が行った。

5.遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して実施した。

6.発掘調査及ぴ報告書の作成に当たって、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する次第である(敬称略・五十音順)。

岩田修、大石崇史、長田友也、柏木賢一、小淵忠司、高橋健太郎、堂前保郎、戸田哲也、

冨井翼、野々田光則、松野晶信、三島誠、山本輝久

岐阜県教育委員会、岐阜県文化財保護センター

7.本文中の方位は、国土座標第四系の座標北を示しており、日本測地系を使用した。

8.調査記録及び出土遺物は、飛騨市教育委員会で保管している。
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第 l章調査の経緯

第1節調査に至る経緯

大明神遺跡は、岐阜県飛騨市河合町角川に所在する(第1図)。当遺跡が発掘調査の対象となったの

は、河合村(現飛騨市、以下同じ)により計画された河合村保健福祉センター(現河合町保健福祉

センター)の建設に伴うものである。

河合村教育委員会では、工事による遺構への影響を確認するため、岐阜県教育委員会・松野晶信氏の

現地指導により 1999(平成11)年2月18日に試掘調査を実施した(第2図)。調査では、土器が潰れた

状況や礁が並ぶ状況など遺構が残存する可能性が高いと判断された。

河合村では、平成11年2月24日付け河教第91号により、周知の埋蔵文化財包蔵地における発掘の通

知を岐阜県教育委員会へ提出した。岐阜県教育委員会からは試掘調査の結果より、平成11年2月25日付

け教文第32号の28にて本発掘調査を実施するよう通知を受けた。

河合村教育委員会では3月より発掘調査を実施することとした(第l表)。調査範囲は、当初55ばで

あったが、調査を進めるにしたがい遺構が広がることを確認し、最終的に調査面積は90ぱ程度となった

(第2図)。整理作業については調査終了後に中断していたが、新市に引き継がれて2010(平成22)年度

より再開、断続的に継続し、 2012(平成24)年度に発掘調査報告書を刊行することとなった。

第 1図大明神遺跡位置図



2 第l章調査の経緯

第 1表発掘調査並びに整理作業の体制

珂合村教育委員会 飛岡市教育委員会

発掘調査(年度) 1999.....2000 整理作業(年度) 2010 2011 2012 

教育長 水)11政之
教育長 松葉E 山本幸一 山本幸一

事務局長 岩塚泰男 藤井義国 藤井義昌

事務局長 西森英開 文度化よ振り興生涯室長学習(2課012長年) 佐藤康雄 佐藤康雄 回中吉久

社会教育係長 中矢E志 文化財係長 佐藤直樹 佐藤直樹 鈴木茂樹

発掘担当者 大江命 主査(学芸員) ニ好滑超 三好清超 ニ好滑超

臨時職員(学芸員) 上)11渡理絵 上川波理絵(~2月 )

発掘作業員 3~4月 整理作業員 5~9月 10~3月 10~3月 6~9月

短平高校井大道生生弘
佐藤満代 (6月~) 中斎洋平 中嶋美香 垣添敦子 (~B月)

橋本真由美 長塚裕幸 橋本真由美 中嶋美香

畠中裕子 畠中裕子 畠中裕子 橋本真由美

日出嶋武志(5月) 畠中裕子

」

1998(平成10)年
日トレンチ

"・1998(平成10)年Aトレンチ

文明神遺跡

一/

:グ
小島川

第2園 今回の調査範囲及び過去の調査位置園
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第2節 これまでの調査

大明神遺跡では以前、今回の発掘調査に北接する地域で、ゅうわ~くはうす周辺整備事業(駐車場整備)

に伴う試掘確認調査を行っている(第2図)。調査にあたり、 1998(平成10)年5月22日に河合村教育

委員会・岐阜県教育委員会がA-Cの3ヶ所のトレンチを設定した。 Aトレンチでは、現地表下O.金nか

ら0.6m厚の遺物包含層の堆積を確認し、現地表下108mの地山上面で土坑を確認している。 Bトレンチ

では、現地表下0.4mから02m厚の遺物包含層の堆積を確認し、現地表下O.6mで地山を確認している。

Cトレンチでは、表土直下から縄文時代中期の遺物80点ほどを確認し、炉跡らしい石材も確認している。

結果として、縄文時代中期の集落跡の可能性が高いという成果を得ているが、駐車場整備に伴う新た

な掘削が無く、本発掘調査には歪らなかった。なお、この試掘確認調査時には、体験学習として河合

小学校6年生と河合中学校1・2年生が、トレンチの精査及び重機排土からの遺物採集を実施している。

また、この他にも周辺からの採集遺物が知らされている。特筆すべきは、玉抱き三叉文が彫刻された

鍔付石棒が畑から出土しており、飛騨市有形文化財に指定されている(巻頭図版2)。その他、打製

石斧・敵石(河合町民俗館蔵)や、磨製石斧・石匙・石皿(個人蔵)が採集されている(図版20)。

第3節調査の方法と経過

1調査の方法

表土掘削は重機で行い、遺物包含層掘削、遺構検出、遺構掘削は全て人力で行った。作業員は、地

元出身の短期大学生や高校生を中心としている。遺物は、一括取り上げを基本としており、遺構に伴

わなかったものは、包含層出土遺物としている。

記録は平面図を作成し、埋聾については断面図を作成した。記録写真は35mmカメラ(モノクロ・カ

ラーネガ)で撮影した。

2発掘調査の経過

1999 (平成11)年3月15日、表土を重機により掘削、試掘トレンチの再掘削を行った。トレンチ内

で1号住居跡の炉跡を確認したのち、平面的に掘削を進めた。なお、降雪の心配から、調査範囲をピ

ニールハウスで覆った。

3月26日までに、縄文時代中期の土器片、打製石斧、磨製石斧、石錘、石皿などが出土している。

遺構は竪穴住居跡3軒と、それに伴う炉跡・柱穴を確認するに至った。

3月30日:から図面作成を行った。

4月中旬、調査終盤に1号住居跡・3号住居跡において坦聾を確認し、16日に断面図を作成した。

4月17日、調査を完了した。

発掘作業については、 1999(平成11)年4月に『広報かわい』にて、同年6月に『生涯学習だよりほ

ほえみらいふjにて普及活動を行っている。
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3整理作業の経過

一次整理作業 2010 (平成22)年5月10日より 9月9日まで、緊急雇用創出事業臨時特例基金事業と

して、大明神遺跡の一次整理作業を行った。遺物は河合振興事務所地下倉庫に保管されていたため、

飛騨みやがわ考古民俗館へ搬入し、遺物洗静・注記を行った。洗浄後、脆弱な土器類は強化のために

合成樹脂(パインダー溶液ぬ17)に24時間含浸した。注記の記入事項は、遺跡略号 (DM)・調査年度

(99)・整理番号とした。なお、石鍛や模形石器などの小型石器については遺物に直接記入せず、収納

したチャック付きポリ袋に記入した。明確な接合関係を持つ遺物について復元を一部行った。住居跡

に伴わないものは、包含層一括資料としたため、 1点につき整理番号を付し、その上で全ての遺物に

ついて接合関係を確認した。

二次整理作業 2010 (平成22)年10月22日から 2011(平成23)年3月4日まで、緊急雇用創出事業臨

時特例基金事業として二次整理作業を開始した。作業場所を千代の松原公民館に移した。

復元は接合根拠が明確な遺物のみを行い、同一個体であるが接合関係を持たないものについては、

図面・写真で復元を行うこととした。遺物の拓本と実測の一部を行った。

2011 (平成23)年10月から2012(平成24)年9月は、市単事業として復元・拓本・実測・トレース

の二次整理作業を、飛騨市美術館に移って再開した。実測作業には岐阜県文化財保護センター飛騨駐

在事務所の実測用具を一部使用させていただいた。 2013(平成25)年1月に遺物の写真撮影を行った。

出土遺物の検討として、 2011(平成23)年度に、遺構について山本輝久氏、縄文土器について大石

崇史氏、石器の石材について岩田修氏に指導・助言いただいた。 2012(平成24)年度には、縄文土器

について戸田哲也氏、大石崇史氏、石器・石製品について三島誠氏に指噂・助言いただいた。

普及活動として、 all(平成23)年4月12日に、河合町高齢者学級倹:河合町公民館、参加者約70名)に

おいて遺跡と遺物の説明を行った。また、 2012(平成24)年1月17日に、岐阜県建設技術協会飛騨支部

技術研修会(於:岐阜県古川土木事務所、参加者約40名)において遺物の説明を行った。

報告書の印刷は、 2012(平成24)年度に行った。

写真1 1号住居跡作業の犠子(北酉から〕 写真22号住居跡掘削の様子(北から)

遺物注記作業 写真4 遺物復元作業
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第2章遺跡の環境

第1節地理的環境

飛騨市は岐車県最北端に位置し、北は富山県と県境を接し、南と東は高山市、西は白川村と接する。

2004 (平成16)年2月に古川町・河合村・宮川村・神岡町の2町2村が合併し誕生した。人口は約26，7'∞
入、面積は792.31kn1である。周囲は3，∞Omを越える北アルプスや飛騨山脈などの山々に固まれ、市域
の約92%は山地・森林である。山々の聞には小河川や支谷が形成され、神通川水系宮川や高原川など

に注ぐ。これら河川が深いV字谷を刻みながら浸食により幾階層もの河岸段正を形成している。

河合町は1，印Omを越える急峻な山々に固まれ、宮川に注ぐ小鳥川と、その支流稲越川によって深い

峡谷が形成される。それらの河川に沿った小規模な河岸段丘上には集落が点在している。

大明神遺跡は小鳥川左岸の河岸段正端部、飛騨市河合町角川字大明神に位置する。大明神という小字名

由来については、明治14年12月字名取調書をもとに記載された 『河合村誌通史編全J(河合村1990)

では明らかにされていないが、かつてこの地に嗣があったことが由来になったのではないかとの伝承

がある。

遺跡から東へ5∞mで小鳥JIIと稲越川が合流し、そこから却伽n下流で宮川に注ぐ。遺跡の立地する河
岸段正には、北側背後の山聞を流れるいくつかの谷川によって運ばれた土砂が堆積して扇状地が形成き

れ、町内で最も広い平坦地をなす。小鳥川から山麓までは斜面が続き、当遺跡を含め5ヶ所の縄文時

代の遺跡が確認されている(第3図)。

遺跡周辺の地質として、小鳥川周辺を取り囲む山地は飛騨変成岩類によって形成されている。その分

布とほぼ一致する形で、富山県南部から岐阜県白川村へ至る活断層・跡津川断層が小鳥川に沿うように

走る。また、天生や元固などで黒鉛を産出することが、沢式土器の素材を考える上で注目される。

第3園遺跡周辺地形図
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第2節歴史的環境

飛騨市河合町には、小鳥川とその支流稲越川沿いの河岸段丘上に多くの遺跡が立地する。小島川が

注ぐ主流宮川沿いでも同様の立地をなし、遺跡は現在の集落と重なるように分布している(第4図、

第2表)。河合町内の考古遺物については、明治以降現代まで、学術誌上で採集資料の紹介と評価が行

われてきた(江馬1934・1938、笠原1934、佐藤1934・1935、田中1891、土田1969、林1939・1941、

福田1935、石原1992、松井1998など)が、発掘調査が行われた遺跡はわずかである。ここでは、

河合町周辺を流れる小鳥川・稲越川・宮川の流域ごとに、発掘調査等により詳細が分かる遺跡を中心

に述べる。

小島川流域では29遺跡を確認している。飛騨市河合町角川では、大明神遺跡の他、下回遺跡(1)、

中田水そへ遺跡 (3)で発掘調査が行われている。下回遺跡(1)は、大明神遺跡から東へ300mの、河

合町角川字下回に位置する(第3図)。河合村中央公民館(現河合町公民館)と河合村役場(現河合振

興事務所)の建築に伴い、 1980(昭和55)・1983~84 (昭和58~ 59)年に発掘調査を実施した。竪穴

住居跡8軒を確認し、 1軒が早期に、 7軒が中期に属する。遺物では、縄文時代早期の沢式土器、中期

の新崎式・上山田式・古府式の土器の他、後晩期の土器・弥生土器・須恵器・山茶碗・中世陶器・近世

陶器が出土しており、現代まで連綿と生活が営まれたことが判明している(河合村教育委員会1987)。

中田水そへ遺跡は大明神遺跡から北へ約2帥 nの、河合町角川宇中田に位置する(第3図)01978 (昭

和53)年の一帯の圃場整備事業に伴う発掘調査により、縄文時代中期の竪穴住居跡1軒を確認し、飛

騨市史跡に指定されている。また、玉抱き三叉文が彫刻された中期の鍔付石棒が採集されており、飛

騨市有形文化財に指定されている。その他、角川において特筆すべき事項として、中世遺跡とされる

角川砦跡が立地すること(岐阜県教育委員会2005)と、河合町角川とや (52)において旧石器時代の

尖頭器が採集されていること(田中1891、松井2012)が挙げられる。

上流では、保(池ノ上)遺跡(18)、室屋遺跡 (19)、明ヶ瀬遺跡 (24)、内方遺跡 (25)、舟原遺跡

(26)において、 1970(昭和45)年、下小鳥ダム建設に伴い発掘調査を行った(河合村教育委員会

1971)。室屋遺跡では、早期の押型文土器一片と、後期初頭の敷石住居跡、後期の下層土坑を伴う放

射状集石遺構、後期から晩期の土器を確認した。明ヶ瀬遺跡では、中期初頭・後半・晩期の土器が出

土している。舟原遺跡では、炉跡、完形の有孔鍔付土器が出土した。

稲越川流域には、石器・石製品が採集された縄文時代の6遺跡がある(河合村1990)。稲越川により

形成された段丘は小鳥川に比べて小規模なものが多く、遺跡数の少なきにも関係していると考えられ

る。発掘調査が行われた遺跡はなく、明確に年代を特定することはできない。中流域の河合町下稲越

においては、湯峰峠を挟んで肯川・国府盆地と接する。その一帯では、黒内川や殿川によって浸食

された段丘上に縄文時代の5遺跡を確認している。 1998(平成10)年に台川町の黒内細野遺跡 (38)

で発掘調査が行われており、縄文時代中期から後期にかけての竪穴住居跡5軒と土坑を確認している。

宮川流域においては、旧石器時代からの遺跡が古川町と宮川町に広がる。旧石器時代では、宮川町

西忍に位置する宮ノ前遺跡 (41)において、 1989-95 (平成元-7)年の調査で、ナイフ型石器や細石

刃を確認している(宮川村教育委員会1998・20∞)。また、宮川町西忍に位置する稲葉遺跡 (43)に

おいては、 1974(昭和49)年の南山大学の調査で、硬質頁岩製のチョッパー等を確認している。
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縄文時代では、宮ノ前遺跡において草創期から晩期までの遺構・遺物を確認し、中期においては

建築部材も出土した。出土遺物は「宮ノ前遺跡出土品」として岐阜県重要文化財に指定されている。

宮川町野首の堂ノ前遺跡(47)において、 1991~ 93 (平成 3~5) 年に発掘調査を行っている。 竪穴住居

跡19軒などを確認し、縄文時代中期の集落跡であることが判明している (宮川村教育委員会1996b)。

出土遺物は「堂ノ前遺跡出土品」として、岐車県重要文化財に指定されている。

以上のように、各流域において縄文時代の遺跡が多く、これらは急峻な峡谷に形成された段正上に

点在している。このような様子は、飛騨地方北部の遺跡のあり方を示しているものと考えられる。

第2表太明神遺跡と周辺の遺跡一覧表

番号 遺跡名 所在地 時代 種別 備考

1下回遺跡 河合町角川字下回 縄文~中近世 集落跡 縄文時代の竪穴住居跡8軒
2ーツ御堂遺跡 河合町角川宇ーツ御堂 縄文~古代 散布地 縄文早期の士器・右犠・須恵器等

3中田水そへ遺跡 河合町角川字中岡 縄文 集落跡 縄文時代中期の竪穴住居跡1軒、石株市指定史跡

4道下遺跡 河合町角川字道下 縄文 散布地 石皿・敵石

5角川砦跡 河合町角川宇城下 中世 城館跡 曲輪・士塁

6水そへ遺跡 河合町有家字水そえ 縄文 散布地 有孔石器・石鍬

7家ノ腰遺跡 河合町有家字家ノ腰 縄文 散布地 御物石器・石冠・太型蛤刃磨製石斧

8西ノ森遺跡 河合町有家字西ノ:森 綱文 散布地 石冠・石斧・石刀

9中ノ洞口遺跡 河合町有家字中ノ洞口 縄文 散布地 石冠

10 水上遺跡 河合町保木林字水上、上棚 縄文 散布地 蔽石

11 羽根遺跡 河合町羽根字入角 縄文・弥生 散布地 異形(パナナ型)石器・石冠・凹石

12 新名遺跡 河合町新名字国岡ノ上 縄文 散布地 石錘

13 上ヶ島遺跡 河合町上ヶ島字小平 縄文 散布地 石刀・石敏

14 天生遺跡 河合町天生字家ノ腰 縄文 散布地 石鎌 ・御物石器・土器

15 立戸遺跡 河合町月ヶ瀬宇橋場 縄文 散布地 後期の土器・磨製宥斧・打製石斧・右錘・右皿

16 橋ノ下遺跡 河合町月ヶ瀬宇橋ノ下 縄文 散布地 石斧 ・土器

17 ご砂弥遺跡 河合町月ヶ瀬字ご砂弥 縄文 散布地 石錘 ・石鉱

18 保(池ノ上)遺跡 河合町保字池ノ上 縄文 散布地 後期の土器・石鯨等

19 室屋遺跡 河合町保字室屋 縄文・中世 集落跡 敷石住居跡、早期の押型文土器・石刀・石錘等

20 串田(中国)遺跡 河合町保字立尾 縄文 散布地 石斧

21 松葉(座屋)遺跡 河合町保字松葉 縄文 散布地 石斧

22 和田名遺跡 河合町保字和国名 縄文 散布地 石斧

23 上段遺跡 河合町保字林 縄文 散布地 石斧

24 明ヶ瀬遺跡 河合町保字橋肉 縄文 散布地 中期~晩期の土器・打製石斧

25 内方遺跡 河合町保字内方 縄文 散布地 前期の土器・土師器・打製石斧・石冠

26 舟原遺跡 河合町舟原字前回 縄文 散布地 炉跡、有孔鍔付土器

27 大沼遺跡 河合町舟原字大沼 縄文 散布地 炉跡

28 堂ノ前遺跡 河合町舟原字堂ノ前 縄文 散布地一

29 せぎの平遺跡 河合町大谷字せぎの平 縄文 散布地 土器・石斧

30 和嶋遺跡 河合町稲越宇和嶋 縄文 散布地 土器・磨製石斧

31 堀遺跡 河合町稲越字極上 縄文 散布地 石鎌・磨製石斧等

32 家ノ後遺跡 河合町稲越字家ノ後 縄文 散布地 石鎌

33 寺村遺跡 河合町稲越字橋渡 縄文 散布地 石鎌

34 清水遺跡 河合町稲越宇清水垣内 縄文 散布地 石鎌・石棒

35 クズマキ遺跡 河合町稲越字葛牧 縄文 散布地 石鎌・磨製石斧等

36 塩屋遺跡 古川町信包字塩屋 縄文 散布地 土地改良により滅失

37 信包千島遺跡 古川町信包字千島 縄文 散布地 土地改良により滅失

38 黒内細野遺跡 古川町黒内字細野 縄文 集落跡 1998(平成 10)年度発掘調査

39 笹ヶ洞上番場遺跡 古川町黒内字よ番場 縄文 散布地 土地改良により滅失

40 笹ヶ綱川原遺跡 古川町黒内字JII原 網文 散布地 土地改良により滅失

41 宮ノ前遺跡 宮川町西忍字宮ノ前ほか 旧石器~古代 散布地 岐車県重要文化財「宮ノ前遺跡出土品」

42 上ノ山遺跡 宮川町西忍字上ノ山 縄文 散布地一

43 稲葉遺跡 宮川町西忍字稲葉 旧石器~縄文 散布地 宮川流域で初めて旧石器を確認

44 家ノ下遺跡 宮川町林字家ノ下 縄文 集落跡 岐阜県重要文化財「家ノ下遺跡出土品I

45 宮ノ尾遺跡 宮川町林字宮ノ尾 縄文 散布地 圃場整備により滅失

46 宮ノ尾遺跡 宮川町野首字宮ノ尾 縄文 散布地一

47 堂ノ前遺跡 宮川町野首字家ノ前 縄文 集落跡 岐阜県重要文化財「堂ノ前遺跡出土品」

48 臼坂遺跡 河合町角川字家ノ前 縄文・弥生 散布地 打製石斧

49 小無雁遺跡 河合町小無雁宇神困 縄文~古墳 散布地 石刀 ・石冠・土師器

50 島ノ平遺跡 河合町小無雁宇島ノ平 縄文 散布地 石冠

51 谷遺跡 古川町谷 縄文 散布地一

52 河合町角川字とや 旧石器時代の尖開眼集地点
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第4図 大明神遺跡と周辺の遺跡位置図
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第3章発掘調査の成果

第1節層序

表土は、敷地一帯の造成土である。黒色を呈し、約0.15mの堆積が認められた。それより下層は地山

の黄色砂喋土層であった。遺構は地山面上で確認した(第5図)。

第2節遺構と遺物の概要

遺構は地山上面で検出している。縄文時代中期の竪穴住居跡3軒、柱穴l基を確認した(第6・26

図、図版1)。遺物は接合前資料で縄文土器・土製品5，676点、石器・石製品121点が出土している。

報告書には、縄文土器・土製品176点、石器・石製品26点を抽出して掲載した。掲載遺物抽出基準に

ついて、遺構出土遺物は、遺構の時期及び性格を決定する資料と考え、報告書に掲載した。遺構外出

土遺物については、資料的価値が高いもの、分類別の代表的なものを重視して掲載した。
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縄文土器・土製品 中期を主体とし、器種は深鉢が主体をなす。他に浅鉢や台付土器などがある。

器種、文様構成、施文方法により、 15群に分類した(第3表)。

1群は、胎土に繊維を含む土器や押型文土器など、早期に位置づけられる土器である。

2群は、隆帯脇にキザミを施し、中期前半の信州系に位置づけられる土器である。

3群は、円孔刺突列や円形刺突文列を有し、中期前半の西日本系に位置づけられる土器である。

4群は、半載竹管状工具による半隆起線で器面全面を施文し、中期中葉の北陸系古府式に比定でき

る土器である。

5群は、口縁部から頭部にかけて半裁竹管状工具による半隆起線や沈線で施文し、胴下半部は縄文か

条線で施文する。中期中葉の北陸系古串田新式に比定できる土器である。施文方法により2細分する。

1類は、半載竹管状工具による半隆起線と沈線で施文する。 2類は、半隆起線の幅が広く浅いものである。

6群は、半哉竹管状工具による半隆起線や沈線で施文し、古串回新式の影響を受けたと考えられる在

地系土器である。

7群は、中期後葉の北陸系串回新式に比定できるか、影響を受けた土器である。施文方法により 3細

分する。 1類はロ縁から頭部に工字状文を施し、串田新I式に比定できる。 2類は縦方向の沈線をハシ

ゴ状に連続させ、串回新E式に比定できる。 3類は口縁下に隆帯を施し、隆帯にキザミを施すものもあ

ることから、串田新E式に比定できる。

8群は、渦巻文や矢羽根状文などを特徴とし、中期後半の信州系に比定できるものか、その影響を受

けている土器群である。

9 群は、 2~8群に属さない中期の土器を一括する。

10群は、地文により分類する。 l類が縄文、 2類が撚糸文、 3類が櫛状工具による条線、 4類がヘラ

状工具等による沈線、 5類が無文の土器である。

11群は、深鉢の底部破片である。

12群は浅鉢である。隆帯により渦巻文を施文するか、半載竹管状工具による半隆起線と沈線で渦巻文

と横長の区画文を施文し、区画内を櫛状工具による刺突で充填する古串田新式の1類と、それ以外の

2類とした。

第3衰縄文土器・土製晶一覧表

器種 分類基準
遺構内

遺構外 合計
11号住居跡12号住居跡|党岳仕毘肱

|深鉢 u の ヒ器 1 3 4 
21 州系土Z量 2 2 
31 (日本2 k器 1 1 
41 ロミの;;陸芽 2 8 10 
5君 ロミの;;陸芽 回毎オー興 4 1 21 26 
6君 開tp足の1E地ヨ ヒ量 23 24 
7君 開4量足のEH田a 2 3 2 17 24 
8重 自4量主のf言州系士喜 6 7 
9量 ，属さないE!期の土器 l 8 9 
10草 |地文が縄文、撚糸 S 長線、沈線、無文の土器 3 4 37 45 
11群 底部破片 2 2 

|浅鉢 12群 1類古串間新式に比定 6 5 
12類 1類以外 1 2 

13群
ミニチュア士器 14群

|士製品 15群 1類士偶
12類 3 3 

合計 15 7 8 146 176 



13群は台付土器の脚部破片である。

14群はミニチュア土器である。

15群は土製品であり、 1類を土偶、 2類を土製円盤とした。

第2節遺構と遺物の概要 11 

石器・石製品 器種と石材を基準に分類を行った(第4表)。他器種への転用や再利用が認められる

ものについては、転用後の器種分類に含めた。

石鎌は、押圧剥離で形成し、鋭利な先端部と基部を持つ石器である。 5点出土し、 3点図示した。全

て凹基鎌である。石材は、黒曜石が1点、下呂石が2点、チャートが2点である。

石錐は、鋭利で細い錐状の先端部を持つ石器である。 3点出土し、 2点図示した。つまみ部を持つ石

錐が1点認められる。石材は、 3点ともチャートである。

模形石器は、相対するこ側辺に潰れ状の剥離痕をもっ石器である。 1点出土した。石材はチャート

であり、小型の剥片素材である。

削器は剥片の短辺に連続的な剥離によって刃部を形成した石器である。 2点出土し、全て図示した。

石材はチャートである。

石核は、素材剥片を剥離した残骸である。 1点出土し、図示した。石材はチャートであり、小型剥

片を剥離したものである。

石錘は、礁の長軸の両端に、打ち欠きによる紐掛かりの部分を作り出した喋石錘が、 4点出土し、 2

点図示した。石材は流紋岩2点、花両岩2点である。

打製石斧は、長軸の一端に刃部を持つ石器である。当遺跡の主要器種であり、 24点出土し、 5点図

示したo石材は頁岩23点、疑灰岩1点である。円礁を利用して片面に自然面を残す特徴がある。

磨製石斧は敵打及び研磨により成形し、その一端に鋭い刃部を研磨によって作り出している石器で

ある。 11点出土し、 2点図示した。石材は全て蛇紋岩である。なお、小型磨製石斧がl点出土している。

石匙は、掻器様の刃部とつまみ部を持つ石器である。 3点出土し、 2点図示した。縦型石匙が1点出

土し、石材は珪質頁岩である。横型石匙が2点出土し、石材はチヤ」トである。

石皿は、川原石の平坦面又は凹面に磨痕、擦痕を観察できる石製品である。 2点出土し、 1点、図示し

た。石材は全て安山岩である。

凹石は、拳大の楕円喋(川原石)の表面に敵打痕と磨痕を観察できる石器である。 1点出土し、図

示した。石材は砂岩である。

敵石は、喋の先端もしくは側面に敵打痕を観察できる石器である。 8点出土し、 2点図示した。石

材は、安山岩1点、砂岩3点、蛇紋岩1点等である。

使用痕剥片は、剥片に微細な剥離痕が連続的に付いているものとした。 14点出土し、 l点図示した。

石材は、黒曜石2点、下呂石1点、チヤ」ト 11点、である。

剥片は、微細な剥離痕や、両端につぶれが見られないものとした。石材は、黒曜石2点、下白石1点、

チヤ」ト 18点、頁岩7点等である。

石棒は、長く棒状に剥離・敵打・研磨によって成形された石製品である。縄文時代中期の大型石棒

がl点出土し、図示した。石材は砂岩である。
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第4表石器・石製晶一覧表

石鎌 石錐
襖形 再リ 核石 石

製打 磨製
石匙 石 凹 敵 Z片~J 石棒 l計ロλ 

石 器 錘 石 石 皿 石 石
器 斧 斧

安山岩 2 1 3 

黒曜石 l 2 2 5 

下呂宥 2 4 

砂岩 1 3 1 5 

蛇紋岩 11 1 12 

チャート 2 3 l 2 1 2 11 18 40 

流紋岩 2 2 

凝灰岩 1 

頁岩 23 7 30 

珪質頁岩 l l 

花岡岩 2 2 

その他 3 13 16 

合計 5 3 l 2 l 4 24 11 3 2 1 8 14 41 1 121 

第3節遺構と遺構内出土遺物

1号住居跡

遺構(第7園、図版2)調査区北東側で確認し、地山上面で検出した。 3/4が残存しており、隅丸方

形を呈する。長径4.91m、短径4.71m、深さ 0.47mを測る。切り合い関係は3号住居跡に切られる。炉跡

は長方形の石囲炉であり、埋蔓側である東辺の両隅には小型の川原石を立てて据えている。埋要は底部

を欠損した縄文土器が逆位で据えられており、長さ 10cmほどの楕円形の川原石で周囲を取り囲み、そ

の上に拳大の川原石で蓋をしている。柱穴は3基確認した。貼床は確認できなかった。

遺物(第8-10図、図版5・6)埋聾として、 9群 (1)を確認した。口縁部は欠損しているが口縁

下に沈棋による横位の楕円区画文を施す。胴部には、縄文の後に櫛状工具による条線を施す。

埋土からは、縄文土器では1群、 3群、 4群、 5群、 7群、 10群、 12群が出土した。

1群は1点 (2)出土した。胎土に繊維が混入し、員殻腹縁による刺突を施す。

3群は1点 (3)出土した。円干し刺突列やI字箆描文帯を有し、器壁が薄く、船元I式に比定できる。

4群は2点 (4・5)出土した。 4は半裁竹管状工具による半隆起線で器面全面を縦位に施文し、胴上半

部に櫛状工具による刺突で3単位の渦巻文を施すことから、古府式に比定できる。

5群はl類が4点 (6-9)出土した。 6は口縁部から頭部までに半載竹管状工具により楕円区画文を設

け、区画内に縄文を充填し、胴下半部には縄文を施文する。文様構成から古串田新式に比定できる。

7群は1類が1点 (1ω、3類がl点 (11)出土した。 10は沈線による工字状文を施し、串田新I式に比

定できる。 11は口縁下に1本の隆帯を巡らせ、連弧状沈線を施す。文様構成から串田新E式に比定

できる。なお、連弧状文による区画内に縦位沈線や二重弧線、矢羽根状沈線など異なる施文を施す。

12群は2類が1点 (15)出土した。頭部が強く屈曲し、口縁部には隆帯と沈線による4単位の楕円区

画を設ける。口縁端部に2本の沈線を巡らせる。隆帯にヘラ状工具によるキザミをもっ施文から、中期

後葉(串日新式期)の時期と考えられる。
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く二〉

。 10cm 

。17

1/3 
第 10図 1号住居跡出土遺物図 (3)

石器・石製品では、打製石斧 (16~ 18)、石核 (19)、縦型石匙 (20)が出土した。打製石斧は全て使

用による磨滅が顕著で、ある。17は刃部再生のための打撃痕がある。石核19は剥離が認められる作業面

がl面である。打撃痕は3ヶ所残るが、剥離痕は横長のものが1ヶ所のみ認められる。

2号住居跡

遺構(第11図、図版3)調査区南西側で確認し、地山上面で検出した。ほほ完存しており、上端の1/4

が後世の削平により失われている。隅丸方形を呈する。 長径4.62m、短形4.37m、深さ 0.56mを測る。

切り合い関係はない。炉跡は長方形の石囲炉である。埋蓋は伴わない。柱穴は4基確認した。貼床は

確認できなかった。

遺物(第12図、図版7)炉跡から完形の8群がl点 (21)出土している。波状口縁には4手の、

くびれた胴部に2手の環状把手を持つ。胴下半部に矢羽根状沈線を施し、唐草文系第2段階に比定できる。

埋士からは、縄文土器では7群、 10群、 12群が出土した。

7群は、 2類が1点 (22)、3類が2点 (23・24)出土した。 22は口縁部の2本の沈線聞をハシゴ状沈線

が繋ぐ。 23・24は横位隆帯にキザミを施す。ともに施文方法から串田新E式に比定できる。

10群は 1類がl点 (25)出土し、12群は2類が2点 (26・27)出土した。

石器・石製品は、蛇紋岩製の磨製石斧が 1点 (28)出土した。刃部は破損し、使用痕が残る。
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3骨住居跡

遺構(第7図、図版4)調査区南東側で確認し、地山上面で検出した。 2/3が残存しており、隅丸方

形を呈する。残存部で長径4.83m、短径3.6m、深さO.35mを測る。切り合い関係は1号住居跡を切る。

炉跡は方形の石囲炉であるが、南辺の石材を失っている。埋聾は正位で据えられている。柱穴は確認し

ていない。貼床は残存していたが、範囲等は明確でない。

遺物(第13園、図版7)埋聾として、 7群2類 (29)を確認した。口縁端部は欠損しているが、口

縁部に縦位隆帯と横位隆帯で6単位の区画を設ける。縦位隆帯にはヘラ状工具によるキザミを、横位

隆帯には櫛状工具による刺突を施し、隆帯の交点には棒状工具による刺突を施す。区画内には工字状

文と縦位沈線を施文する。横位隆帯下には、沈線による横位の楕円区画文を施す。胴部には縄文を施

文する。串田新I式の特徴である工字状文と、串田新E式の特徴である縦位沈線や隆帯の交点への刺

突が認められる。新しい要素を重視し、ここでは串田新E式期のものと考えたい。

炉跡からは5群l類が1点(30)、6群が1点(31)出土し、貼床下層からは7群3類がl点(32)出土し

た。 30は隆帯と半載竹管状工具による半隆起線で渦巻文を施し、胴下半部に縄文を施すことから古串回

新式に比定できる。 32は口縁下の隆帯にキザミを施し、串田新E式に比定した。

埋土からは10群が4点出土し、 1類が1点(33)、2類が1点(34)、4類が1点(35)、5類が1点(36)で

ある。
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第4節遺構外出土遺物

1 縄文土器・土製品(第 14~23 図、図版 8~20)

1 群 37~39 は早期の押型文土器である。 37.38 はポジテイプな楕円文である。 39 は山形文を縦に

帯状に施文し、樋沢式に比定できる。

2群 40は隆帯により重三角区画文を呈し、キャタピラー文に連続刺突による爪形文を伴って陸線

脇を加飾し、新道式に比定できる。 41は隆帯脇に連続した爪形文を施し、藤内式に比定できる。

4 群 42~49 は中期中葉の北陸系古府式に比定できる土器である。器面全面に半載竹管状工具によ

る施文を認められるものである。欠損部に異なる施文方法が認められる可能性もあるが、現段階では

4群に含めた。 42には楕円区画文を、 44・48には渦巻文を、 49には渦巻が崩れたとみられる方形区画

文を施文する。 42は口唇部に突起を持つ。 45は外面に朱の付着が認められる。

5群 5O ~70 は中期中葉の北陸系古串田新式に比定できる土器である。口縁部から頭部にかけて半裁

竹管状工具による半隆起線や沈線で施文し、胴下半部には縄文か条線で施文する。回 ~62 は、半裁竹管

状工具による半隆起線と沈線で施文する 1類である。日 ~54 ・日~日には渦巻文をモチーフとした施文

が認められる。基隆帯等への施文として、 50~ 日・ 59 ・ 61 ・ 62 には櫛状工具による刺突を、 56 ・ 57 に

は半裁竹管状工具によるキザミを、 58 ・ 60 にはヘラ状工具によるキザミを施す。 63~70 は、幅が広い

半隆起棋により施文する2類である。 64は渦巻文であり、渡状口縁頂部がU字状双頭突起である。

缶・印は頭部がくの字状に屈曲し、ロ縁端部が外反する器形を持つ。 70は小形土器である。基隆帯等へ

の施文として、 63 ・ 65~68 には櫛状工具による刺突を、 69 には半裁竹管状工具によるキザミを施す。

6群 71 ~93 は、半裁竹管状工具による半隆起線や沈線で施文していることにより、古串田新式の

影響を受けたと考えられる在地系土器である。基本的には口縁直下に数本の横位半隆起線を施文して

いるが、 73 は唯一縦位の半隆起視を基本としている。胴部の施文は 81 ・ 84~86 が櫛状工具による条線

であり、 87は沈線であり、 82・88は無文であり、 74・76-卸 .83・89・92・93は縄文である。 'B!lは強い

キャリバー器形を持つ。口縁直下であろう位置に3本の半隆起線を巡らせ、その下位に半弧状文を施す。

88・89には縦位の連続押圧による連弧曲線を施す。 92・93は短い縦位半隆起線を連続して施す。 93は

小形土器である。基隆帯及び口唇部への施文として、 74.76・78には櫛状工具による刺突を、 77には

半裁竹管状工具によるキザミを、 75にはヘラ状工具によるキザミを施す。

7群 94-110は中期後葉の北陸系串田新式に比定できるか、その影響を受けた土器である。

94-97は、口縁部に工字状文を施すl類である。串田新I式に比定できる。 94は半分が欠損してい

るものの、 6単位の波状口縁である。波頂部はU字状を呈し、口縁置下にヘラ状工具によるキザミを施す。

その下位に工字状をモチーフとした沈線による楕円区画を設け、区画聞には棒状工具の刺突による円

孔を持つ。胴下半部には縄文を施す。 95-97は体部施文の後、沈娘による工字状文を施文する。

98-103は、離方向の沈線をハシゴ状に連続させる2類である。串田新E式に比定できる。 98・99は

は波状口縁であり、波頂部にU字状双頭突起を持つ。隆帯への施文として、 98-1∞にはヘラ状工具に

よるキザミを施す。

104 -110は、ロ縁下に隆帯を巡らせる 3類である。串田新E式に比定できる。 104は渡状口縁の波頂

部破片であり、環状把手がある。口縁に沿って隆帯と沈棋による区画文を施す。 105は波状口縁であ
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り、波頂部からの2本の縦位隆帯聞に波状沈線を施す。頂端部には渦巻文を施す。 110は隆帯と沈線で

縦位方形区画文を施すが、沈線に沿った隆帯が剥がれている。口縁端部は平坦で内面には潰れた摸跡

があり、台付土器の脚部の可能性も検討したが、径が大きいため口縁部と考えた。

8群 111 ~ 116は中期後半の信州系の土器である。 111は立体突起の破片であり、細い粘土紐による

隆帯と沈線で渦巻文を施し、隆帯脇に刺突を施す。梨久保B式に比定できる。 112はメガネ状突起から

縦位のねじり突帯を持ち、隆帯と沈線による渦巻文と隆帯に沿って一部半裁竹管状工具によるキザミ

を施す。これらの特徴から中期後半でも古い段階の信州系の影響を受けていると考える。 113は波状

口縁には4手の、くびれた胴部に2手の環状把手を持つ器形と推測できる。胴下半部には矢羽根状沈線

を施し、唐草文系第2段階に比定できる。 114は沈線により渦巻文を施し、唐草文系第2段階の影響を

受けたものと考えられる。 115は縦位沈線の後、沈線による渦巻文を施す。唐草文系第2段階の影響を

受けたものと考えられる。 116は隆帯により唐草文を施し、唐草文系第3段階の影響を受けたものと考

えられる。

9群 117~124 は縄文時代中期のものと考えられるが、 2~8群に属きないものである。 117 は沈線に

より渦巻文を施し、沈線内には円孔の刺突を施す。 118は強いキャリバー器形である。細い粘土紐による

隆帯と沈線で施文しており、沈線内には赤彩を施す。 119は波状口縁の波頂部の破片である。沈線によ

る渦巻文を施し、口縁に沿った沈線で繋ぐ。 120はキャリバー器形であり、隆帯と沈線で渦巻文を施し、

加曽利E3式の影響をうけたものと考えられる。 121には玉抱き三叉文を施す。 122は半分が欠損して

いるが、沈線による渦巻と円文が縦に並ぶ七ットを 4単位施すものと促えられる。その聞には沈線に

よる楕円区画文を施し、縄文を充填している。表面にはミガキが施され、渦巻文と楕円区画文の沈線

はエッジがなくなっている。底面の圧痕はナデ消されている。沈線による施文や区画のあり方から加

曽利E式の後半の時期との関わりが想定されるが、ミガキやエッジのない沈線のあり方は大木式の

影響も検討する余地を残している。 123は折り返し口縁を持ち、頚部にリボン状突帯を持つ。 124は

頭部で緩くくぴれ、日縁部は内湾する。器面全面に縄文を施文した後、頭部に2本の横位沈線を施し、

2本の沈線で口縁部に大波の、胴下半部に小波の縦位波状懸垂文を施す。

10群 125~131 は地文が縄文の l 類である。 125 ・ 126 以外は器面全面に縄文を施す。 125 は唯一

全体を復元できる。胴部が張り出し、口縁部が内湾する。縄文は胴下半部のみに施文している。 132

~ 142は地文が撚糸文の2類である。 132~ 134・142は口縁に沿って l条の縄文を押圧する。 136

は唯一全体を復元できる。胴部が張り、頭部がくびれて口縁がゆるく内湾する器形を持つ。補修孔

があり、底辺には成形時の指頭圧痕が残る。 143~ 153は地文が櫛状工具による条線の3類である。

143は唯一全体を復元できる。胴部が張り、頭部がくびれて口縁が肥厚直立する器形を持つ。 146・

148・151のように径が小さいものもある。 152は小形土器である。 153は口縁直下に横位の条線を

施した後、その下位に縦位と斜位の条線を施文する。 154~ 158はヘラ状工具等による沈線を施文す

る4類である。 154は縦位沈線、 156は格子状沈線、 157は斜位沈線、 158は口縁に沿った2本の沈

線から縦位の沈線を3本施す。 155は口縁部が欠損しているが、唯一全体を想定できる。胴部がゆるく

張り、頭部がくびれる。格子状沈線を施す。 159~ 161は無文の5類である。 159は折り返し口縁を

持つ。

11群 162・163は底部破片である。 162は底面にスダレ状圧痕が残る。 163は小形土器であり、底面

がナデ消されている。
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12群 164 -172は浅鉢である。 164-168は施文から古串田新式に比定できる1類である。 164は口

縁がくの字状に屈曲する。隆帯で渦巻文を施す。 165-168は口縁部がほぼ垂直に立ち上がり、横長の

区画内に櫛状工具による刺突を充填している。 167は半隆起線と沈線による渦巻文を施す。 169-172 

はl類以外を一括した2類である。 172は内外面にミガキが施され、有孔鍔付土器の可能性もある。

13群 173 -176は台付土器の脚部である。 173・174は隆帯に指頭押圧を施し、串田新E式期に位置

づけられる。 174は透かしを持つ。 175はロンキング手法によるコンパス文を施し、透かしの周囲に沈

線が巡る。 176は底端部に棒状工具による刺突文を施す。

14群 177はミニチュア土器である。内面に成形時の指押さえ痕が残る。土製品の可能性もあるが、

口縁部が残存しており、ミニチュア土器と判断した。

15群 178-182は土製品である。 178.179は土偶とするl類である。 178は腹部か脚部の破片である。

正面下部が膨らみ、これを妊娠表現の腹部と捉えると、脚部を省略した腹部破片と考えられる。沈線に

よる施文を施す。 179は沈線と刺突が施される土偶破片と考えられる。 180-182は土製円盤とする2類で

ある。 182には網状葉脈圧痕が残る。

2石器・石製品

183 -185は石鍍である。 183は全長が長く鋭角な尖頭部を持つ。 184は尖頭部が欠損しており、 185

は使用により尖頭部が磨滅している。

186・187は石錐である。ともに長い錐部を持つが、使用による刃こぼれがある。 186はつまみ状頭

部を持つ。

188・189は削器である。 188は両側面に刃部を持つ。 189は右側面に刃部を作るための調整があるた

め削器としたが、下部に錐部を作曲した後、錐部が欠損した石錐の可能性もある。

190・191は石錘である。円礁を打ち欠き、紐掛け部を作曲した喋石錘である。

192・193は打製石斧である。 192は刃部は破損したものを再調整した痕跡があり、使用痕もよく残

る。 193は円礁を利用し、自然面に使用痕が良く残る。

194・195は磨製石斧である。刃部の角度から、破損したものを再研磨し使用していると考えられる。

195は小型磨製石斧であり、刃部が破損している。

196は横型石匙である。刃部が一部欠損している。

197は石皿である。敵打により掻き出し口と側面を形成している。掻き出し口に磨痕が残る。

198は凹石である。表裏面中央に敵打痕と、両面・側面に磨痕が残る。

199・200は敵石である。棒状礁の両先端と裏面に敵打痕があり、両面に磨痕が残る。 200は蛇紋岩

製の磨製石斧を転用したものである。磨製石斧としては刃部を再研磨している。

201は使用痕剥片である。右側面に微細な調整が認められる。

202は石棒である。先端部に敵打により3条のくびれを作出している。先端が欠損しているが、残存部に

敵打痕が観察できるため、さらに多くのくびれを作曲していた可能性もある。胴部には研磨により 4面の

平坦面が作られ、断面は正円とならない。平坦面には調整時の線条痕が観察できる。全体は丁寧な

研磨により仕上げられているが、稜や平坦面の形状に沿って敵打痕が残る。このため全面形状は敵打

調整で整えた後、研磨を施したものと考えられる。
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第5表縄文土器・土製品観察表(1)

番 種 出土遺構
総量 色調 楯 園

分額 部位 〔剛、据軍内は握定} 焼成 成形・文様等
骨 別 周 位 園脹

口径 鹿径 聾iil( 肉面 外面 断面

1 深鉢 9群
1号住居跡 口緑~ (岨.3) 一普通 明黄禍 褐 明黄禍

口i縁下に沈線による方形区画文/胴下半郁翻刻且の
815 

埋聾 胸部 後、細状エ具による条線/内外面に煤付着

2 深鉢 1群
l号住居跡

胸部 一普通
にぷい にぷい

灰黄褐 貝殻腹縁文/胎土に繊維混入 816 
埋土 費褐 黄禍

3 深鉢 3群
l号住居跡

口縁部 一普通 灰黄褐 馬禍 灰黄褐
平口i縁内湾/口縁部に円孔刺突列・ I字.. 描文帯・円形

816 
埋土 嗣I突文列/器壁薄い/口縁部内直面に縄文

平口i縁内湾/器面全面に半裁竹管状工具による半隆起

4 深鉢 a事 1号住居跡 口緑~
19.5 9.3 21. 7 普通 赤褐

にぷい にぷい 線で施文/口i縁に沿って縦位の短い遠鏡半隆起線ノ胴
101 5 

埋土 底部 褐 褐 上半部に櫛状玉具による渦巻文/底部網代圧痕/内商

煤付着

5 深鉢 伺事
14寺住居跡

胸部 一普通 灰黄禍
にぷい にぷい

器面全面に半裁竹管状士具による半隆起車庫で施文 816 
埋土 黄褐 黄禍

l号住居跡 口i陵~ にぶい にぶい
平口縁ゆるく内事事/半識竹管状主具による半隆起線で

6 深鉢 E群1類
埋土 底部

14.4 7.4 (17. S) 普通 明褐
褐 褐

楕円区画文、区画内に縄文充填/基隆帯に櫛状玉具に 816 
よる刺突文/胴下半部縄文LR

7 深鉢 E群1類
1号住居跡

口縁部 普通 褐
にぷい
褐 平日縁内湾/基隆帯に櫛状工具による刺突文 816 

埋土 褐

l号住居跡 口i陣~
平日i縁内湾/半裁竹管状工具による半隆起線で横位の

8 深鉢 E群1類
埋士 胴都

一普通 褐 褐 禍 方形区画文/区画内に櫛状工具による刺突充填/胴下 816 
半部機糸R

1号住居跡 口緑~ にぷい にぷい
平口i縁ゆるく外反/半哉竹管状工具による半隆起線で

9 深鉢 E群1類
埋土 胸部

一普通
黄褐 黄褐

明黄禍 楕円形区画文/区画内はへヲ状主具による縦位抗議/ 816 
胴下半部無文

10 深鉢 7群1類
l号住居跡 口縁~

一普通
にぷい にぷい にぶい

平日縁外反/口縁部に沈線による工字状文 816 
埋士 頚郁 黄褐 褐 賞褐

平口i縁直立/口縁下の隆帯に棒状工具による押庄/体

11 深鉢 7群3類
l号住居跡 口i縁~

33.4 12.8 49.7 普通
にぶい にぶい にぶい 部撚糸Rの後、隆帯下に棒状工具による沈車庫で連弧状の

915 
埋士 底部 黄禍 黄褐 黄禍 区画を設け、区画内に沈線による施文/底部網代圧痕

摩滅/内面煤付着

12 深鉢 10:群1類
l号住居跡

口縁部 一普通
にぷい にぷい にぶい

平口i縁直立/地文縄文RL 816 
埋土 黄禍 黄禍 黄褐

13 深鉢 10:群3類
l号住居跡

口縁部 一普通
にぶい
樫 檀 口縁外反/沈般による横位施文/地文条結 816 

埋土 黄櫨

14 深鉢 10:群3類
l号住居跡

口i縁部 一普通
にぶい にぶい にぶい

平日i縁外反/地文幅広の櫛状工具による条線 816 
埋士 褐 褐 褐

1号住居跡 口縁~ にぷい
平日i縁強〈内湾/目録に治って2本の沈車庫/唾帯と沈線

15 洩鉢 12群2類
埋土 体部

27.0 普通 明黄禍 褐
黄褐
で4単位の楕円形区画文/隆帯にへラ状工具によるキザ 915 
、、句

2号住居跡 口線~ にぶい
波状口縁/大液状環状把手2手、小液状環状把手2手/

21 深鉢 8群
炉跡 底部

21. 0 8.0 25.8 普通 暗赤禍
赤褐
明褐 胸部〈ぴれに環状把手Z手/胴下半部矢羽根状文/底部 121 7 
網代圧痕ナデ梢し

22 深鉢 7群2類
2号住居跡

口縁部 一普通 灰黄禍
にぷい にぷい

波状口縁/沈線聞にハシゴ状沈線 121 7 
埋土 黄掲 黄縄

23 深鉢 7群3類
2号住居跡 口緑~ 一普通 淡黄

にぷい にぷい 平口i縁外反/隆裕と沈線により方形区画文/隆帯にへ
121 7 

埋土 頭部 褐 褐 ラ状工具によるキザミ/胴下単部条線

24 深鉢 7群3類
2号住居跡

頚部 一普通
にぶい にぷい にぷい

基隆帯にへラ状工具によるキザミ/1岡部条線 121 7 
坦土 黄禍 黄禍 黄褐

25 深鉢 10:群l類
2号住居跡

口縁部 一普通
にぶい にぷい

褐 平口i陵外反/地文縄文RL 121 7 
埋土 褐 褐

26 浅鉢 12群2類
2号住居跡

口i縁部 一良好
にぶい にぶい

灰黄褐
平日縁肥厚/内外面ミガキ/口層部に凹み/内面に朱

121 7 
埋士 黄禍 黄褐 付着

27 浅鉢 12群2類
2号住居跡

口i縁部 一普通
にぶい
灰黄褐 禍灰 平日緑内湾/無文/外商に朱付着 121 7 

埋士 黄禍

口i縁部に隆帯とtt線で施文/縦位と横位の隆帯の交点

29 深鉢 7群2類
3号住居跡 口i帳~

一普通
にぷい にぶい にぷい には円形刺突/横位隆帯に櫛状工具による刺突/縦位

131 7 
埋費 胴部 黄禍 黄禍 貧褐 隆帯に斜キザミ/隆帯による区画内に工字状文かハシ

ゴ状沈線ノ胴部縄文RL/補修孔あり/内外面煤付着

3号住居跡 口縁~ にぷい
平口i縁内務/隆栂と半裁竹管状工具による半隆起線で

30 深鉢 5群1類
炉跡 胸部

一普通
褐
褐 褐 渦巻文/基隆帯に櫛状工具による甫J突文/胴下半部鋼 131 7 

文l!L

3号住居跡 にぶい にぶい
法状口縁/波頂部に円形突起/口縁に拾って半識竹管

31 深鉢 @事
炉跡

日i陸部 一普通
黄禍 黄褐

浅黄禍 状エ具による1本の半隆起線/波頂部より半強竹管状エ 131 7 
具による2~Jの縦位刺突列

32 深鉢 7群3類
3~手住居跡

口縁部 一普通
にぷい にぷい にぷい 波状口縁/折り返し口縁/口縁下の横位隆帯にA フ状

131 7 
貼床下層 黄褐 黄掲 黄縄 工具によるキザミ

33 深鉢 10:群1類
3~手住居跡 口線~

一普通 褐色
灰黄禍 にぷい

波状口縁/口i縁に沿って1条の縄文押圧/地文縄文RL 131 7 
埋土 E岡部 色 褐色

34 深鉢 10:群2類
3~寺住居跡 口線~ 12.0 6.0 (14的 普通 褐

にぷい にぷい 小形土器/平口縁内湾、突起あり/口唇部から底部ま
131 7 

埋土 底部 褐 褐 で撚糸R/底部圧痕ナデ消し

35 深鉢 10:群噸
3号住居跡

ロ縁部 一普通
にぷい にぷい にぷい

平口縁ゆるく内事事/地文斜位沈線 131 7 
埋土 黄禍 黄僧 黄僧

36 深鉢 10:群E類
3号住居跡

口縁部 一普通 浅黄禍
にぷい
浅黄褐 平口i縁外反/無文 131 7 

埋土 黄禍
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第6表縄文主器・土製品観察表 (2)

番 種 出土遺構
法量 色調 揮 園

分領 郎位 (師、指彊肉l主権定} 焼成 成形・文様等
号 日l 眉 位 園 版

口径 底鍾 器高 肉面 外面 断面

37 深鉢 1群 包含層 口縁部 一普通
にぶい
褐
にぶい
押型文(楕円) 141 8 

褐 禍

38 深鉢 1群 包含層 』阿部 一普通
にぷい
褐
にぶい
押型文(楕円) 141 8 

褐 褐

39 深鉢 1群 包含層 』阿部 一良好
にぷい にぷい にぷい

押型文(山型):/縦位帯状施文 141 8 
黄縄 3員相邑 黄禍

にぷい にぷい
平口i縁内湾/折り返し口i縁/隆帯で重三角区画文/隆

40 深鉢 2群 包含層 口縁部 普通 浅黄
黄禍 黄禍

帯脇をキャタピラー文と半織竹管状工具による爪形文 141 8 
で加飾

41 深鉢 Z群 包含層 口縁部 一普通
にぷい にぶい

明黄禍 波状口録:.!1!:厚/隆帯脇に半強竹管状工具による爪形文 141 8 
黄褐 黄褐

口縁~ にぷい にぷい
平日縁内湾、突起あり/隆帯で車両円区画文/韮隆帯に

42 深鉢 錫事 包含屑
頚部

普通 黒色
黄禍 貨褐色

半犠竹管状工具によるキザミ/半隆超高車で掛面全面の 141 8 
施文/内面煤付着

43 深鉢 錫事 包含層 』岡部 一普通 黒褐
にぶい にぶい 隆帯主半裁竹管状工具による半隆起線で鴇面全面の施

141 8 
貧褐 黄褐 文

I~ぷい にぷい
平日縁ゆるく外反/隆帯と半樟竹管状工具による半隆

44 深鉢 d草 包含層 口縁部 普通 褐
禍 僧

起線で渦巻文/隆帯にヘラ状工具によるキザミ/内外 141 8 
商に煤付着

にぷい にぷい
平日]縁内湾/半裁竹管状玉具による半隆起線で器商全

46 深鉢 a事 包含届 口縁部 普通
黄褐 黄褐

灰黄禍 面の施文/基線に半強竹管状工具によるキザミ/外面 141 8 
に朱付着

46 深鉢 a草 包含層 口縁部 一普通
にぶい にぶい

灰黄禍
平日i縁直立/隆帯と半裁竹管状工具による半隆起線で

141 8 
黄褐 貧褐 器面全面の施文/韮隆帯にへラ状工具によるキザミ

にぷい にぷい
平口i録外反/隆帯と半哉竹管状工具による半隆起線で

47 深鉢 4事 包含層 口縁部 一普通
黄縄
灰黄禍
黄禍
器面全面の施文/基隆帯にへラ状工具による綾杉状の 141 8 
キザミ

48 深鉢 信章 包含層 口緑~ 一普通 淡黄 浅黄 淡貧
平口i録外反/半畿竹管状工具による半隆起線で渦巻文

141 8 
』岡部 /口縁部外面に指頭押圧

49 深鉢 信草 包含層 』阿部 一普通
にぷい
褐 褐 半強竹管状工具による半隆起線で方形区画文 141 8 

褐

50 深鉢 E群l類 包含層 日縁~
一普通 明赤褐

にぷい
褐
平日i屋内湾/隆帯と半強竹管状工具による沈線で渦巻

141 9 
』阿部 赤褐 文/基隆帯に櫛状工具による市j突文/胴下半部縄文RL

日縁~ にぷい にぷい にぷい
平日]縁直立/隆帯と半裁竹管状工具による半隆起線で

51 深鉢 5群1類 包含届
』阿部

普通
褐 褐 褐

方形区画文/区画内に櫛状工具による刺突充填/韮隆 141 9 
帯に櫛状工具による刺突文

52 深鉢 5群l類 包含層
口縁~

一普通
にぶい にぶい にぷい 平口i縁直立/半哉竹管状工具による半隆起線で方形区

141 9 
頚部 黄禍 褐 黄禍 画文/韮縁に櫛状工具によるiliiI突文

53 深鉢 5群l類 包含層
頚~胴

一普通 淡黄
にぶい
浅黄禍
半書t1寸管状工具による沈線で渦巻文/基線に櫛状玉具

141 9 
部 貧褐 による車y突文/外面に媒付着

平日i縁ゆるく内湾/隆帯と半裁竹管状工具による半隆

54 深鉢 E群1類 包含層 口縁~ 普通
にぷい にぷい にぷい 起線で三角形区画文/基隆帯に櫛状エ具による刺突文

141 9 
』岡部 黄縄 黄縄 黄禍 /胴下半部縄文LRの後、ロンキング手法による=ンパ

ス文/内面に煤付着

55 深鉢 5群1類 包含屑 胸部 普通
にぷい
普賢黄
にぷい 隆帯と半裁竹管状工具による半隆超高島で施文/基隆帯

141 9 
黄褐 貨 に櫛状玉具による刺突文

口縁~ にぷい にぶい にぶい
波状ロ縁/半犠竹管状工具による半隆起線で簡略化さ

56 深鉢 5群l類 包含層
』阿鶴
22.4 一普通

褐 褐 褐
れた渦巻文/基隆帯に半強竹管状工具によるキザミ/ 141 9 
胴下半部縄文E

口縁~
平日i縁ゆるく内湾/隆帯と半裁竹管状工具による沈線

57 深鉢 E群l類 包含層
頭部

一普通 浅黄 浅黄 浅貧 で施文/基隆帯に半強竹管状工具によるキザミ/把手1141 9 
手

平目録ゆるく内務/隆帯と半裁竹管状工具による半隆

58 深鉢 5群l類 包含層
口縁~
43.2 一普通 浅黄僧

にぶい にぶい 起線で禍巻文/渦巻の区画内に櫛状玉具による条線を
15 10 

胸部 貧褐 黄禍 充填/基隆帯にA ラ状工具によるキザミ/胴下半部櫛

状工具による条線

59 深鉢 5群l類 包含層 口融~
一普通

にぷい
褐
にぶい 平日i録ゆるく外反/睡帯と半強竹管状エ具による半隆

141 9 
頭部 黄禍 黄禍 起線で方形区画文/基隆帯に櫛状工具による刺突文

口縁~ にぷい にぷい にぷい
平日]陵外反/口縁下1:::3本の押引き沈線/隆帯と半裁竹

60 深鉢 5群1類 包含届
頚部

普通
黄褐 黄褐 黄褐

管状工具による沈線で施文/基隆帯にへラ状工具によ 141 9 
るキザミ

61 深鉢 5群1類 包含層 』阿部 一普通
にぶい にぶい にぶい 隆帯と細い半裁竹管状工具による半隆起線で渦巻文/

141 9 
褐 褐 褐 韮隆帯に櫛状工具によるiliiI突文

にぷい にぶい にぶい
波状口i録強く外反/睡帯と半強竹管状工具による沈線

62 深鉢 5群1類 包含層 口縁部 一普通
黄褐 黄褐 黄褐

で楕円区画文/区画内に波状文/基隆帯に櫛状工具に 141 9 
よる刺突文/内面に煤付着

63 深鉢 E軍事2類 包含層
』岡部~

-110.0 普通
にぷい にぷい

灰黄褐
幅広の隆裕と沈線で施文/基睡帯に櫛状工具による刺

151 8 
底部 褐 黄縄 突文/胴下半部縄文RL:/底部スダレ状圧痕

にぷい にぶい にぶい
波状口縁:/U字状双頭突起/幅広の隆帯と半強竹管状工

64 深鉢 5群2類 包含層 口縁部 一普通
黄褐 黄禍 黄褐

具による半隆起線で渦巻文/渦巻区画内に縄文充填/ 151 8 
内面に指頭圧痕

65 深鉢 5軍事2類 包含層
口縁~

良好 灰褐
にぷい にぷい 波状口縁/幅広の隆帯と線で施文/口i縁外面と基隆楊

151 8 
頚部 褐 貨褐 に櫛状玉具による刺突文
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第7表縄文土器・土製品観察表 (3)

番 種 出土遺構
総量 色調

骨 別
分類
周 位

部位 〔剛、据軍内は握定} 焼成 成形・文様等
樟園

口径 鹿径 聾iil( 肉面 外面 断面
園脹

66 深鉢 E軍事2類 包含層 口縁部 一普通
にぷい にぷ』、にぷい 平口縁外反/枕線で施文/口縁外面に櫛状工具による
褐 褐 黄禍 iliIJ突文

161 8 

67 深鉢 61草2類 包含層 胸部 一普通
にぷい にぷい にぷい 沈線で糟円区画文/区百内と基線に櫛状工具による蜘l
黄禍 黄禍 黄禍 突文

161 8 

68 深鉢 E群2類 包含層 ロ縁部 一普通
にぶい にぷい にぷい 平日縁ゆるく外反/幅広の半強竹管状工具による半隆

黄禍 褐 黄禍 起線で施文/基線に櫛状工具による刺突文
161 8 

69 深鉢 E群2類 包含届 口急~ 一普通
にぶい にぷい にぷい

平目録外反/幅広の隆帯と半裁竹管状工具による半隆

頚部 黄褐 褐 黄褐
起線で熔文/韮隆帯に半識竹管状工具によるキザミ/ 151 8 
内面に煤付着

70 深鉢 E軍事2類 包含層
胴~底

-16.0 一普通
にぷい
浅黄褐
にぷい 小形土器/沈縁による方形区画文/区画内に櫛状工具

部 褐 費褐 による刺突充填/底部網代圧痕ナデ消し
16112 

71 深鉢 61草 包含層 口I陸部 一良好
にぷい
褐
にぷい 平口i縁内拷/半強竹管状工具による横位の半瞳起線/

禍 褐 口縁端部に沈線/口唇都に棒状工具による押圧
16110 

72 深鉢 6群 包含層 口i陸部 一普通
にぶい
褐 禍

平日縁ゆるく内湾/半裁竹管状工具による横位の半隆

褐 起線
15110 

73 深鉢 6群 包含層 口縁部 一普通
にぷい にぶい にぶい 平日縁内湾/候位の隆帯左半裁竹管状工具による半隆

貧褐 黄褐 黄禍 起線
15110 

74 深鉢 6群 包含層 口縁部 一普通
にぷい にぶい

褐
平日縁外反/口縁下に3本の横位隆帯/基隆帯に櫛状玉

褐 褐 具による刺突文/胴部縄文LR
15110 

75 深鉢 6群 包含層 日縁部 一普通
にぷい にぷい

浅黄
平日縁内湾/半議竹管状工具による横位の沈線/口唇

貧 黄禍 部にヘラ状工具によるキザミ
15110 

76 深鉢 品群 包含層 口縁~ 42.8 一普通 明赤褐 明赤褐 暗灰黄

平口縁ゆる〈内湾/口縁下に横位の基隆帯に沿った3本

胸部
の半隆起線/基隆帯に櫛状主具による市j突文/胸部縄 16111 
文LR

77 深鉢 邑群 包含層
口縁~ 36.2 一普通 褐 褐

にぶい 平日縁内湾/日i縁下に3本の模位半隆起線/口唇部に半
胸部 黄褐 裁竹管状工具によるキザミ/1岡部縄文RL

16111 

78 深鉢 邑群 包含層 口i陵部 一普通
にぷい
明赤褐 褐

平口i録直立/日縁下に3本の横位単隆起線/口唇部に櫛
褐 状工具による刺突文/胴部縄文RL

15110 

79 深鉢 邑群 包含層
口縁~
34.3 一普通

にぷい
明黄褐
にぶい

胴部 黄褐 賞褐
平日縁直立/口縁下に2本の検位半隆起線/1阿部縄克且 16111 

80 深鉢 邑群 包含届
口縁~

一普通
にぶい にぷい にぷい

胸部 黄褐 褐 黄禍
平日縁外反/口縁下にZ本の検位半隆起線/1岡部縄克且 15110 

81 深鉢 邑群 包含届 口縁部 一普通 明黄禍 黄梅
にぷい 平口縁ゆるく外反/口縁下l己2本の横位半隆起線/府部
黄褐 櫛状工具による条裁

15110 

82 深鉢 6群 包含届 口縁部 普通 褐 褐 黄禍
平日縁内湾/口i縁に沿って3本の横位半隆起線/口唇部
に沈線/胴部無文

15110 

83 深鉢 6群 包含属 口縁部 普通
にぷい にぷい

褐 平日i縁内湾/口i縁下に2本の模位半隆起線/1阿部縄氾I
褐 褐

15110 

84 深鉢 6群 包含層 ロ縁部 普通 褐
にぷい にぷい 平口i縁ゆるく外反/ロ縁に沿って2本の横位半隆起線/
黄禍 黄褐 』岡部櫛状玉具による条線

15 10 

85 深鉢 6軍事 包含層 ロ縁~
普通 明褐

にぷい
褐
平口縁ゆるく外反/口縁に沿って2本の横位半隆起線ノ

胸部 黄褐 口縁部内面受け口状/胴部櫛状工具による条線
15 10 

86 深鉢 6群 包含層
頚~胴

普通
にぷい
黄褐
にぷい 口縁下に半禽竹管状工具による沈線/胴部櫛状工具に

部 黄禍 黄褐 よる条線
16 11 

87 深鉢 6'草 包含層 頚部 普通
にぷい に$い にぷい キャHパ署梯/口縁下に3本以上の横位半隆起線/胴
黄禍 黄褐 黄禍 都連現状半隆起線・ヘラ状工具の下位に縦位沈線

16 10 

88 深鉢 6群 包含層
口縁~

普通
にぷい にぶい

黄禍

平口縁外反/口縁下の2本の横位半隆起線聞に組担Lの

胸部 黄褐 黄褐
後、縦位の半裁竹管状工具押圧による連孤曲纏/胴部 15 10 
無文

89 深鉢 畠群 包含層 口縁部 普通
にぷい にぷい褐 波状口縁/口i縁下に2本の横位半隆起線/1阿部組刻且の
黄禍 褐 後、縦位の半裁竹管状工具押圧による連彊曲線

15 10 

90 深鉢 6群 包含層 ロ縁部 普通
にぷい
灰黄禍
にぷい 平口縁ゆるく外反/口縁下に1木の横位及び縦位の半隆

黄禍 黄縄 起線/外面に煤付着
16 10 

91 深鉢 6軍事 包含層 ロ縁部 普通 にぷい褐
にぷい 平口縁直立/口i録下に1本の横位半睡起線/口縁端部に

黄禍 費褐色 棒状工具による押圧
16 10 

92 深鉢 6群 包含層 口縁~ 普通 にぷい褐 明黄褐
平口縁外反/胴部縄文RLの後、口縁下のZ本の横位半隆

胴部 黄禍 起線に沿って縦位の短い連続半隆超級
16110 

93 深鉢 6群 包含層
頭~底

6.0 普通
にぶい
明赤禍褐

小形土器/劇部縄文RLの後、縦位の短い連続半睡起線
部 赤褐 /底部網代圧痕

16110 

94 深鉢 7群1類 包含届
口縁~
23.4 13.2 25.6 普通

にぷい にぷい にぷい
波状口縁/6単位のU字状双頭突起/目録に沿ってへラ

底部 褐 褐 褐
状工具によるキザミ/口縁下に沈線による工字状文と 17111 
円孔J相I突/胴下半部縄文日/底部網代圧痕

95 深鉢 7群l類 包含層 口縁部 普通
にぷい にぶい にぷい

平口縁ゆるく外反/口縁に沿って《プ状工具によるキ

褐 褐 褐
ザミ/胸部縄却.R後、口縁下にtt線による工字状文/ 17112 
区画内にへラ状工具によるキザミ充境

96 深鉢 7群1類 包含層
頚~B同

普通
にぷい
黄褐 明黄禍 器面全面に縄文RLの後、目録下に沈線による主字状文

郁 褐
17111 

97 深鉢 7群1類 包含層 ロ縁部 普通
にぷい
灰黄褐
にぷい 平口i縁ゆるく内湾/器面全面に撚糸Lの後、口i縁下に沈

黄禍 黄禍 線によるエ字状文
17112 

98 深鉢 7群2類 包含層
ロ縁部

普通褐
にぷい にぷい

波状口縁/u字状双頭突起/口縁下に隆帯による楕円区

~胸部 褐 褐
画文/区画内にハシゴ状の縦位沈線/隆帯にヘラ状工 18112 
具によるキザミ/胴下半部縄文LR
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第8表縄文主器・土製品観察表 (4)

番 種 出土遺構
法量 色調 掃 園

分領 郎位 (師、指彊肉l主権定} 焼成 成形・文様等
号 日l 眉 位 園 版

口径 底鍾 器高 肉面 外面 断面

口i縁~ にぷい にぷい にぶい
波状同縁/u字状双頭突起/口縁と口録下の隆帯聞にハ

99 深鉢 7群2類 包含層
』岡部
18.4 一普通

黄僧 黄禍 黄禍
シゴ状の縦位沈線/隆帯にヘラ状工具によるキザミ/ 18 12 
胴下半部縄文ぼノ外面に煤付着

にぷい にぷい にぶい
平日1陣内湾/口縁下に隆帯による楕円形区画/区画内

100 深鉢 7群2類 包含層 口縁部 一普通
黄褐 黄褐 黄褐

にハシゴ状の総位沈線/隆帯にへラ状工具によるキザ 18 12 
ミ/胴下半部縄文LRのち沈線による横長の椅円文

101 深鉢 7群2類 包含層
口i陵~

一普通
にぷい にぷい にぷい

平日縁11¥厚外反/ロi縁下にハシゴ状の縦位沈線 18 12 
頚部 褐 褐 褐

102 深鉢 7群2類 包含層 口縁部 一普通
にぶい にぶい にぷい 平目録肥厚外反/口縁下に隆帯と沈線で区画文/区画

18 12 
褐 黄禍 黄禍 内にハシゴ状の縦位沈線/外面に煤付着

口i縁~
平口i録肥厚外反/口i触に沿って1本の隆帯と枕線/隆帯

103 深鉢 7群2類 包含層
頚部

一普通 明黄禍 明黄禍 費補 下位の沈線聞に半哉竹管状工具によるハシゴ状縦位沈 18 12 

線

104 深鉢 7群3類 包含層 口縁部 一普通
にぷい にぷい にぷい 波状口縁/波頂部に把手/口i縁に沿って隆判事と沈線で

18 13 
黄褐 黄禍 黄禍 方形区画文/隆帯と区画内にへラ状工具によるキザミ

にぶい
波状口縁/波頂部の口縁端部に隆帯による渦巻文/波

105 深鉢 7群3類 包含層 口縁部 一普通 褐 褐
褐
頂部からのZ本の縦位隆帯聞に波状沈線/内面に検位隆 18 13 
帯

106 深鉢 7群3類 包含層 口縁郁 普通
にぷい にぷい にぷい

平口i縁ゆるく外反/口縁錨部から2本の縦位隆帯 18 13 
黄褐 黄 黄褐

107 深鉢 7群3類 包含層
口i縁~

普通 褐 褐 褐
平口縁外反/口縁に拾って1本の隆帯と沈線ノ隆暢にへ

18 13 
』岡部 ラ状玉具によるキザミ/体部櫛状玉具による条線

108 深鉢 7群3類 包含層 口縁郁 一良好
にぶい にぷい にぷい 平口i縁ゆるく外反/口i縁に沿って1本の隆帯/口縁端部

18 13 
赤褐 褐 褐 に指頭押圧/胴都櫛状工具による条線

109 深鉢 7群3類 包含層 口縁部 一普通 浅黄 浅黄 灰黄 平口i録ゆるく外反/口縁に沿って2本の隆帯 18 13 

110 深鉢 7群3類 包含層
口縁~

一普通 僧
にぶい にぶい 平日1陵ゆるく外反/隆帯と沈線で縦位方形区画文/隆

18 13 
胴部 褐 黄禍 帯脇に櫛状工具による.1突文

111 深鉢 日群 包含層
口縁部

一良好
にぶい にぶい にぶい 口]縁立体突起破片/細い隆帯主沈線で渦巻文/隆帯脇

18 13 
把手 褐色 褐色 黄褐色 を車y突/口縁部内面に機位隆帯と指頭押圧

112 深鉢 8群 包含層 頚郁 一普通
にぶい にぶい

褐
隆帯~沈線で渦巻文/メガネ状突起から蹴位のねじり

18 13 
黄禍 黄褐 突帯/隆帯に沿って半裁竹管状工具によるキザミ

波状口縁/大波状環状把手2手/胴部くびれ/くぴれ部

113 深鉢 8群 包含層
日i縁~

一普通
にぷい
褐 褐

に環状把手2手/内面に煤付着/口伝から頼郁にかけ
18 13 

』阿部 褐 て、隆帯による区画内に縦位沈線/胴下半部は隆帯と
半隆起線による区画内に矢羽根状沈線

にぶい にぶい
波状口縁/口縁内面受け口状/口唇部に沈線ノ頭部の

114 深鉢 8群 包含層 日縁部 一普通
黄禍
明褐
黄燈
隆帯に沿って棒状工具による円形の連続刺突文/口縁 18 13 
下に沈線による渦巻文と縦位沈線

115 深鉢 S群 包含層 頚部 一普通 黄褐
にぷい にぷい 2本の沈線による逮孤文/速孤沈線内I~円孔刺突/逮硯

18 14 
黄禍 黄禍 文下に縦位沈線の後、渦巻文

116 深鉢 S群 包含層 口i縁~ 一普通
にぷい にぷい にぷい 波状口縁/ロ縁錨部1::沈線/縄苅Lの後、縄文を押圧

18 13 
頚郁 貴僧 黄禍 黄禍 した隆帯で唐草文

117 深鉢 9群 包含層 頚部 一普通
にぷい にぷい にぷい

沈線による渦巻文と横位沈線/沈線内に同孔刺突文 19 14 
費縄 黄禍 黄禍

118 深鉢 9群 包含層 口縁部 一良好 浅黄
にぷい
灰貧
平口i縁強く内湾/キャリパ器形/器壁薄い/細い隆

19114 
黄 帯と沈車庫で施文/沈線内に赤彩

119 深鉢 9群 包含層 口縁部 一普通 明褐
にぷい
褐
波状口録/波頂部の沈線による渦巻文を口i縁に沿った

19 14 
褐 沈線でつなぐ

にぷい
平日1縁強く内湾/キャリパー器形/口i縁部文様帯に隆

120 深鉢 9群 包含層 口縁部 一普通 褐
褐
浅黄禍 帯と沈線で渦巻文と区画文/区画内に縄刃且充壌の 19 14 
後、ナデ消し

121 深鉢 9群 包含層 頚部 一普通 褐 褐
にぷい
口i縁下に玉抱曹三叉文 19 14 

褐

平日縁外反/口縁下に無文帯/頚部〈びれに1本の沈線

122 小型聾 9群 包含層 口i録~ 14.0 8.9 9.8 普通
にぷい にぷい

暗灰黄
/胸部に沈線による渦巻文・円文と楕円区画文/区画

19 20 
底郁 黄僧 黄禍 内に踊文ほ/器面全面ミガキ、沈線はエッジが磨かれ

凹車庫状を呈する/底部圧痕ナデ消し/外面に煤付着

123 深鉢 9群 包含層
口縁~

普通 褐 明褐 褐
平口縁11¥厚外反/折り返し口縁/口i縁下に無文帯/覇

19114 
』岡部 部にリボン状突帯と沈線/胴下半郁縄刻Z

口縁~
平日j縁内湾/頭部〈ぴれに2本の沈線/総面全面に縄文

124 深鉢 9群 包含層
』阿部

一普通 僧 禍 言語黄禍 LRの後、口縁から頭部に2本の沈線による太波の波状懸 19114 
垂文、胴下半部lこ小波の波状懸垂文

125 深鉢 10群1薮 包含層 口i縁~28.4 15.5 44.9 普通
にぷい
褐 褐灰

平日j緑内湾/1岡部張り出し/口縁から頭部まで無文/
19 14 

底部 黄縄 胴下半部縄文RL/底部網代庄痕摩滅/内面に煤付着

126 深鉢 10群1類 包含層 口縁部 一普通 褐
にぷい にぶい

波状口銭/口縁下に無文帯/地文縄却E 19 14 
黄褐 黄禍

127 深鉢 10群1類 包含層 口i縁~ 34.6 一普通 明赤褐 明赤禍
にぷい
平日制反/地文縄文也 20 14 

』岡部 黄禍

128 深鉢 10群1類 包含層 口縁部 一良好 褐 黒褐
にぷい
平口縁直立/地文縄文也 19 14 

循

129 深鉢 10群1類 包含層 口縁部 一普通
にぷい にぷい

浅黄禍 平口緑内海/地文縄文也 19 14 
黄縄 黄褐
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第9表縄文土器・土製品観察表 (5)

番 種 出土遺構
総量 色調 揮 園

分類 部位 〔剛、据軍内は握定} 焼成 成形・文様等
骨 別 周 位 園脹

口径 鹿径 聾ia 肉面 外面 断面

130 深鉢 10:群1類 包含層 口緑~ 一普通 黄褐
にぷい
暗灰黄 平口i縁ゆるく外反/地文縄文RL 19114 

胸部 黄褐

131 深鉢 10:群1類 包含層 口縁部 一普通 褐 褐
にぶい
平口i縁ゆるく外反/地文縄文LR 19114 

黄褐

132 深鉢 10:群2類 包含層 口縁部 一普通
にぶい にぷい にぷい 平口i録ゆる〈外反/口伝に沿ってl条の縄文押圧/地文

20 lli 
褐 褐 褐 織糸E

133 深鉢 10:群2類 包含層 口縁部 一普通
にぶい にぷい

浅黄褐
平口i鼠ゆるく外反/口歯止に沿ってl条の縄文押庄/地文

20 lli 
黄禍 費褐 織糸

134 深鉢 10:群2類 包含層 口i縁部 一普通
にぶい
黒褐 褐 平日i縁外反/口縁に沿ってl条の縄文押庄/地文撚糸 20 15 

褐

135 深鉢 10:群2類 包含層 口i縁部 一普通
にぶい
褐灰
にぶい
平日縁ゆるく内湾/地文撚糸L 20 15 

黄禍 黄褐

ロ縁~ にぷい にぷい
平日縁ゆる〈内湾/頭部<rJれ/底辺に指頭圧痕/底

136 深鉢 10:群2類 包含層
底部
33.0 12.5 49.9 普通

褐
褐
褐
鶴網代圧痕U!U潜1送/補修孔あり/地文総糸L/内面 21 15 
に煤付着

137 深鉢 10:群2類 包含層
口i帳~
33.4 一普通 明禍 褐 暗灰黄 平日i録外反/頭部くぴれ/地文様糸R 20 15 E岡部

138 深鉢 10:群2類 包含層
口i帳~

一普通 禍 褐 褐 平日i縁ゆるく内湾/頚部〈びれ/地文撚糸L 20 15 E岡部

139 深鉢 10:群2類 包含層
口縁~

-112.4 一普通
にぷい
褐
にぶい
平日i縁内湾/地文様糸R/底郁網代犀痕 20 15 

底部 褐 褐

140 深鉢 10:群2類 包含層 E阿部 一普通 明褐
にぶい
褐 地文総糸L 20 15 

褐

141 深鉢 10:群2類 包含届
口j偉~

一普通
にぷい にぶい にぷい

平日i縁ゆるく外反/地文繰糸L 20 15 
胸部 褐 黄褐 褐

142 深鉢 10:群2類 包含層 口線~
一普通 明褐 褐 褐

平日縁ゆるく内湾/口縁に沿って1条の縄文押圧/地文
20 15 

胴部 撚糸L

口i陸~
平日縁111厚直立/頭部〈ぴれ/口縁下に無文帯/地文

143 深鉢 10:軍事3類 包含層 30.6 14.2 (42.9) 普通 褐 褐 灰黄 櫛状工具による条裁/底部網代庄痕1超1糟1送/内面に 22 16 
底部

煤付着

144 深鉢 10:群3類 包含層 口縁~
一普通 褐 褐 褐 平日縁ゆる〈内湾/地文櫛状工具による条線 21 16 

頚部

145 深鉢 10:群3類 包含届
口縁~
24.6 一普通 明褐 褐 灰黄禍 平日縁ゆるく外反/地文櫛状工具による条線 21 16 

胸部

146 深鉢 10群3類 包含届
口j禄~
20.0 一普通 明禍

にぷい にぷい
平日i縁外反/地文櫛状工具による条線/内外面煤付着 21 16 

胸部 褐 褐

147 深鉢 10:群3類 包含届
口j除・
22.0 9.4 普通 灰黄禍 褐

にぷい
平日i縁直立/地文櫛状工具による条線/底部網代圧痕 21 16 

底部 黄褐

148 深鉢 10:群3類 包含層
口縁~
16.0 普通

にぷい にぷい にぷい
平日i縁外反/地文櫛状工具による条線 21 16 

胸部 黄禍 黄褐 黄褐

149 深鉢 10:群3類 包含層 口i陵部 普通 明黄禍 灰黄禍 灰貧褐 平口i縁外反/地文櫛状工具による条線 21 16 

150 深鉢 10:群3類 包含層 口縁部 普通 貧褐 褐 階灰貧 平口縁ゆるく内湾/地文櫛状工具による条線 21 16 

151 深鉢 10:群3類 包含層 胸部 普通 褐
にぷい にぷい

地文櫛状工具による条線 22 16 
褐 褐

152 深鉢 10:群3類 包含層 底部 -14.6 一普通 明赤褐 明赤褐 褐
小形土器/地文櫛状工具による条稼/底部庄痕ナデ消

22 16 
し

153 深鉢 10:群3類 包含層 口i陸部 一普通
にぷい にぶい にぶい

平口i縁直立/地文櫛状工具による粂線 22 16 
黄禍 黄褐 黄禍

154 深鉢 10:群省顧 包含層 口i陸部 一普通 浅黄
にぶい にぶい

平口縁ゆるく外反/地文縦位沈線 22 17 
黄褐 黄禍

155 深鉢 10:群4頼 包含層
頚部~

-112.5 (32固め 普通
にぶい にぶい

禍
』岡部ゆる〈張り出し/地文格子状沈線/底部網代圧痕l

23 17 
底部 褐 褐 組1構1送

156 深鉢 10:群舗面 包含層 口i陸部 一普通
にぶい にぶい

暗灰黄 平日i縁外反/地文へラ状工具による格子状沈線 22 17 
貧褐 黄褐

157 深鉢 10:群舗面 包含層 日縁部 一普通
にぶい にぷい にぶい

平日i縁外反/地文斜位沈線 22 17 
褐 賞褐 貧4豊

158 深鉢 10:群.. 包含層 口縁部 一普通
にぷい
浅黄 被黄 平日i縁外反/日縁に沿ってZ本の沈線/地文縦位沈線 22 17 

黄禍

159 深鉢 10:群E類 包含層 口縁部 一良拒
にぷい
灰黄褐 褐 平口i縁外反/折り返し口縁/無文 22 17 

褐

160 深鉢 10:群E類 包含層 口縁部 一普通 褐 褐 褐 平口i縁外反/無文 22 17 

161 深鉢 10:群E類 包含層 口縁部 一普通 褐 褐 褐 平口縁外反/無文/頭部に縄文施文の可飽性あり 22 17 

162 深鉢 11群 包含層 底部 -110.0 一普通 明赤褐 明赤褐 褐 底部スダレ状圧痕/内面に煤付着 22 17 

163 深鉢 11群 包含層 底部 -14.8 一普通
にぷい にぷい にぷい

小形土器/底面ナデ消し 22 17 
黄禍 黄褐 黄禍

164 浅鉢 12群1類 包含層 口縁~ 一普通 黒 浅黄禍 浅黄禍
口i縁くの字状に強く外反/半椴竹管状工具による半隆

22 17 
体郁 起線で施文/隆帯による渦巻文

165 浅鉢 12群1類 包含層 口縁部 一普通
にぷい にぷい

灰黄禍
半隆起線と沈線で横長区画文/区画内に櫛状工具によ

22 17 
黄禍 黄僧 るI!i1J突充填
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第10墨縄文土器・土製品観察表 (6)

番 種 出土遺構
法量 色調 揮 園

分領 郎位 (師、指彊肉l主権定} 焼成 成形・文様等
号 日l 眉 位 園 版

口径 底鍾 器高 肉面 外面 断面

166 主主鉢 12群l類 包含届 口敏部 一普通
にぷい にぶい

灰
半隆起.~沈線で横長区画文/区画内に櫛状工具によ

22 17 
褐 褐 る車J突充填

167 浅鉢 12君事l類 包含層 頭部 一良好
にぶい にぶい

灰黄禍 半隆起車庫と沈線で渦巻文 22 17 
黄禍 黄禍

1自由 浅鉢 12群1類 包含層 口縁部 一良好
にぷい にぶい

灰黄禍
半隆起線と沈線で検長区画文/区画内に櫛状工具によ

22 17 
褐 褐 る刺突充填

169 浅鉢 12群2類 包含層 口i縁~
一普通 褐 褐 黄禍 体部横方向ナデ 22 17 

体部

170 浅鉢 12群2類 包含層 口i縁~
一良好 黄禍 黄禍 灰黄禍 体部横方向ナデ 22 17 

体部

171 浅鉢 12群2類 包含層 体部 一良好
にぷい にぷい

灰黄禍 頭部くの字状屈曲/体部横方向ナデ 22 17 
褐 黄褐

172 浅鉢 12群2類 包含層 体部 一普通 黄禍 明黄禍
にぷい
体部IE.厚ミガキ/有孔鍔付土器の可能性あり 22 17 

黄禍

173 
台付
13群 包含層 脚部 9.2 普通

にぷい にぷい
褐 隆帯に指頭押圧 22 18 

土器 褐 黄禍

174 
台付
13群 包含層 脚郁 一普通

にぷい
褐
にぷい
隆帯に指l!Ii押圧/透かしあり 22 18 

土器 褐 褐

175 
台付
13群 包含層 脚部 褐 褐 褐

ロンキング手法による2ンパス文/透かしの周囲に沈
22 18 

土器 • 
176 
台付
13群 包含層 脚郁 -18.6 一普通

にぷい にぷい にぷい
祭文/底端部に棒状工具によるJIiIJ突文 22 18 

土器 黄禍 黄禍 黄禍

177 
ミ三昌子~1
14群 包含層 口縁~ 3.6 3.0 1.2 普通

にぷい にぷい にぷい
内面指押さえ/土製品の可能性あり 23 18 

土器 底部 極 檀 笹

178 土偶 15群l類 包含層
腹郁か

一普通
にぷい にぷい にぷい 沈線による施文/正面下部の腹部が膨らみ、脚部省略

23 18 
脚部 糧 糧 橿 也、

179 土偶 15群l類 包含層 脚部 一普通
にぶい にぶい にぷい

沈線と車tl突による施文 23 18 
黄糧 黄糧 黄橿

180 
土製
15群2類 包含層 一普通

にぶい
褐
にぷい
縄文 23 18 

円盤 褐 黄禍

181 
土製
15群2類 包含層 一普通 明褐 褐

にぶい
縄文 23 18 

円盤 褐

182 
土製
15群2類 包含眉 一普通

にぶい
明黄褐 明黄禍 網状葉脈圧痕 23 18 

円盤 黄褐

第11表石器・石製品観察表

番 出土遺構
法量

挿 困
号
分煩

層 位 長さ 幅 厚さ 重量
石材 備考

回目匝
加w申 加的 印1開。 (g) 

16 打製石斧 I号住居跡埋土 11. 8 5.9 2.3 149.0 頁岩 刃部に階段状蜘l離、土づれ痕/J;;部に装着痕 101 6 

17 打製石斧 l号住居跡埋土 13.8 8.3 3.3 362.5 頁岩
円破棄材、裏面は自然面/刃部・自然面に士づれ痕残る/刃部は層減

101 6 
するが、再生のための打態痕あり/基部に装着痕

18 打製石斧 1骨住居跡埋士 8.8 4.5 1.4 67.5 頁岩 完形/全体に摩滅/刃部は階段状動l隊 816 

19 右機 I号住居跡埋士 7.1 11.3 6.7 572.0 チャート 円礁を垂直打阜で剥離している残核/作業面1・剥離痕2 816 

20 縦型石匙 I号住居跡埋土 8.5 2.4 1.4 23.5 瑳質頁岩 裏面つまみ部に自然面残る 816 

28 磨製石斧 2号住居跡埋土 8.6 4.2 1.6 138.0 蛇紋岩 よく研磨されている/刃部欠損、使用痕あり/韮部に装着痕 121 7 

183 右犠 包含層 3.2 1.2 0.5 1.6 チャート 凹基無茎鎌/尖頭部鋭角 23 18 

184 右犠 包含層 2.2 1.7 3.0 0.8 黒曜石 凹基無茎鎌/尖頭部破損 23 18 

185 右犠 包含層 2.2 1.0 0.5 1.4 チャート 凶基無茎鎌/尖頭部は使用により摩滅 23 18 

186 石錐 包含層 3.0 1.7 0.6 2.2 チャート 長い健部とつまみ状頭部を作出/錐部に刃こぼれ 23 lB 

lB7 石錐 包含層 3.3 1.3 0.7 2.1 チャ}ト 長い健部/先端に刃こぼれ 23 lB 

lBB 削君事 包含層 2.5 4.0 0.7 7.4 赤チャート 両側面の刃部に使用による刃こぼれ痕 23 18 

189 削君事 包含層 3.9 2.2 1.2 10.6 チャート 右側面に刃部を作るための調整/下部に錐部を作出した石錐の可能性あり 23 18 

190 石錘 包含層 8.0 6.1 2.6 138.0 議飛流紋岩 円積を打ち欠き紐掛け部を作出/表裏面とも紐づれ痕あり/一部欠損 23 18 

191 石錘 包含層 14.0 8.0 4.2 708.0 花闘岩 大型の磁石錘/円礎を打ち欠き紐掛け部作出 23 18 

192 打製石斧 包含層 8.3 3.8 0.9 47.0 頁岩 刃部欠領、土づれ痕あり/裏面に加工なし 24 18 

193 打製石斧 包含層 20.8 7.7 4.6 996.6 砂岩 完形/円模索材/自然面に使用痕あり 24 19 

194 磨製石斧 包含層 12.0 4.2 2.0 202.0 蛇紋岩 よく研磨されている/刃郁に刃こぼれ痕/基部に装着痕 24 18 

195 小型島製石斧 包含眉 6.7 3.5 1.2 53.0 蛇紋岩 よく研磨されている/刃郁使用による破損 24 18 

196 横形石匙 包含眉 4.4 5.7 1.2 19.6 チャート 刃郁ー郁欠損 23 18 

197 石皿 包含層 23.8 16.1 5.9 2，605.0 多孔質安山岩 蔽打により掻き出しロと側面を形成/掻き出しロに磨痕/一部欠損 24 19 

198 問看 包含層 9.6 7.3 4.0 422.5 砂岩 裏面中央に厳打痕と、両面に陪痕 24 19 

199 蔽石 包含層 15.7 5.8 0.4 458.0 砂岩 棒状磁の両先端と裏面に敵打痕/表裏面に磨痕 24 18 

200 蔽石 包含層 11. 6 5.8 2.3 316.0 蛇紋岩 よく研磨されている/刃部刃こぼれ痕、再加工ノ表面に舷打渡、蔽石l乙転用 24 19 

201 使用痕剥片 包含層 3.2 1.9 0.8 3.0 チャート 右側面に調整/右織の来製品の可健性あり 24 18 

202 右棒 包含層 12.0 8.0 自.2 943.0 砂岩 先端部に敵釘によりくびれを3条作出/胴部4面に研磨による平坦面の作出 25 19 
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第4章総括

今回の大明神遺跡の発掘調査では、 3軒の竪穴住居跡を確認した。出土遺物から、 1-3号住居跡の

時期を考えてみたい。住居跡に伴う遺物は少ないため、埋聾として使用されている土器、炉跡から出土

している土器を中心に検討する。

l号住居跡は、串田新E式期と考えられる 3号住居跡に切られているため、中期後葉を下限とすること

ができる。一方、上限については、埋土から完形に近い遺物として古府式期の4群 (4)や串田新E式期

の7群3類 (11)の土器が出土し、他の出土遺物をみても時間的に聞きがあり、時期決定の決め手に欠く。

このため、埋賓の型式が住居跡の時期決定の要素になる前提で、埋賓の9群 (1)について考える。今回

確認した埋聾 (1)は口縁部が欠損しており、その部分の施文が不明であるが、頚部に横位方形区画沈

線を施文する。同様の施文を持つ土器が、飛騨市古川町の中野山越遺跡15号住居跡埋聾(中野山越遺跡

発掘調査団1993、第78図1)、高山市の岩垣内遺跡SX4(財団法人岐阜県文化財保護センター2000、第35

図・第145図1688)で出土している。中野山越遺跡では、前田・岩僻野式に近いものとされたが、 15号

住居跡の時期については、埋土から出土した他の遺物の時期も勘案した上で、曽利E式期並行と考えら

れている。岩垣内遺跡では、中期後葉を主体とした土器群と共に出土し、中期の最終段階の遺物群のー

っと考えられている。このように、現状では上限を中期中葉とする根拠を得ておらず、頭部に横位方形

区画沈線を持つ埋聾(1)の時期は、中期後葉段階に収まる可能性が高いと考えられる。したがって、

1号住居跡の時期については、遺構の切り合い関係及び同様の施文を持つ遺物の検討より、中期後葉と

考えておきたい。

2号住居跡では、炉跡から唐草文系第2段階に位置づけられる遺物 (21)が完形で出土している。中期

後半でも早い段階、中期中葉に位置づけることができる。

3号住居跡では、埋聾として串田新E式期の7群2類 (29)が出土している。このため、中期後葉に位

置づけることができる。

このように、 3軒の住居跡については、 2号住居跡→1号住居跡→3号住居跡の変遷を確認することが

でき、また、中期中葉から後葉にかけて営まれていたと考えられる。

縄文土器全体については、中期中葉から後葉にかけてのものが中心であり、北陸系が多く、わずかに

信州系などがみられる。本遺跡より東へ300mの下回遺跡の調査においても、北陸系を主体とし、他の

系統の遺物が混在する様相が確認されている。したがって、このような土器様相は、飛騨市河合町にお

ける縄文時代中期の特徴を示していると言えよう。

大明神遺跡は、第l章で述べたように、遺跡の範囲が調査地から北東側に向けて広がっていることが

判明している。今回の調査成果から遺跡全体の性格を推測すると、縄文時代中期を中心とした集落跡の

可能性が高いと考えられる。これまでの近隣の調査では、縄文時代中期の竪穴住居跡として、東接する

下回遺跡において7軒、北へ20白nの中田水そへ遺跡においてもl軒を確認している。今回調査の3軒を含

めると、周辺一帯で11軒の竪穴住居跡を確認していることになる。近接範囲で同時期の竪穴住居跡が分

布する河合町角川区は、飛騨地方北部において急峻な峡谷の段丘上に点在する縄文時代中期の集落跡の

あり方を考える上で、今後も注目される地域の一つであると考えられる。
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遺構外出土遺物 石器・石製品(1)
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遺構外出土遺物石器・石製品 (2)
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表採石器・石製品 (2) 個人蔵
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